
（３）②ドローン航路ユースケースづくり-デジタルライフライン全国総合整備計画



（３）②ドローン航路ユースケースづくり-デジタルライフライン全国総合整備計画



（３）②ドローン航路ユースケースづくり-デジタルライフライン全国総合整備計画



（３）②ドローン航路ユースケースづくり-デジタルライフライン全国総合整備計画



■ 意見交換会の目的
浜松市モビリティサービス推進コンソーシアムにおけるドローンに関する意見交換会を通じ、ド

ローン市場の可能性や官民の各分野における取組の現状と課題、浜松における有力・重点分野等を
整理し、協調・共創領域に官民で取り組むことを確認（令和4年6月～12月の間、計4回開催）

行政における
現状・課題

民間における
現状・課題

協調・共創領域や
新たなビジネスモデル
のイメージ

詳細：令和4年度 ドローンに関する意見交換会 報告書
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/documents/90341/230322drone.pdf

浜松における有力・
重点分野の設定
①防災
②物流
③農林業
④インフラメンテナンス
⑤広報＆ＰＲ
⑥建築＆測量
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国の計画等を追い風に、本市におけるドローン利活用の取組を官民連携で
より一層推進し、社会実装を目指す。

■ 設置の目的

■ 主催
モビリティサービス推進コンソ―シアム

共同幹事：遠州鉄道株式会社、スズキ株式会社、浜松市
（事務局：浜松市デジタル・スマートシティ推進課）

■ 活動の内容
・ドローン利活用に関する情報交換（国や市場の動向、会員の取組等）
・会員による取組や連携促進 等
※年3回程度の開催、Slack等での情報・意見交換
※実装を目指すプロジェクトの可視化
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■ 部会員
２２団体（1/15時点）

 株式会社オオタカ
 エアロセンス株式会社
 HMK Nexus株式会社
 株式会社NH研究所
 三信建材工業株式会社
 株式会社スカイピーク
 株式会社スカイワード・オブ・モビリティーズ
 セイノーホールディングス株式会社
 中部電力パワーグリッド（株）浜松営業所
 Terra Drone株式会社
 東京海上日動火災保険株式会社

 トヨタ車体株式会社
 株式会社トラジェクトリー
 株式会社トルビズオン
 DRONE FUND株式会社
 株式会社ハマキョウレックス
 株式会社フジヤマ
 企業組合フジヤマドローン
 VFR株式会社
 森ビル株式会社
 ヤマハ発動機株式会社
 やまびこドローン（榊原商店）
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 総務省 総合通信基盤局 移動通信課
 経済産業省 商務情報政策局 情報経済課アーキテクチャ戦略企画室
 〃 製造産業局 航空機武器宇宙産業課 次世代空モビリティ政策室
 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川保全企画室
 〃 物流・自動車局 物流政策課
 〃 航空局 安全部 無人航空機安全課
 〃 航空局 安全部 安全企画室
 〃 航空局 交通管制部 マルチ航空モビリティ交通管制調整室
 〃 中部地方整備局 浜松河川国道事務所
 独立行政法人 情報処理推進機構 デジタルアーキテクチャ・デザインセンター（ＤＡＤＣ）
 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 IoT推進部
 〃 ロボット・AI部
 静岡県 デジタル戦略局
 静岡大学 土木情報学研究所
 日本郵便株式会社 郵便・物流オペレーション改革部
 秩父市役所
 国立研究科発法人 産業技術技術総合研究所 情報・人間工学領域デジタルアーキテクチャ研究センター
 朝日航洋株式会社

■ オブザーバー １8団体（1/15時点）
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■ 構成課
 危機管理監 危機管理課
 財務部 技術監理課
 産業部 産業振興課
 〃 スタートアップ推進課
 〃 農業水産課
 〃 林業振興課
 土木部 道路企画課
 〃 道路保全課
 〃 河川課
 消防局 警防課
 上下水道部 水道工事課
 デジタル・スマートシティ推進部 デジタル・スマートシティ推進課（事務局）
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＜社会背景＞
〇人口減少により医療、介護、交通、物流等の生活インフラの維持が困難に
〇災害時における孤立集落などへの不安
〇高齢化による免許返納の増加・足の確保の需要の拡大、社会保障の増加
〇インフラ老朽化による維持コストの増加
〇デジタル化の急速な進展や官民連携の活発化

＜取組の方向性＞
〇自然が豊かでWell-Beingに溢れる持続可能な生活の実現
〇共助による平時の生活インフラの維持とデュアルモードによる災害時に強いレジリエントな地域づくり
〇デジタルやモビリティの活用による便利な生活と自立と繋がりを感じる「田舎暮らし2.0」

＜アプローチ＞
〇全体の土台となるデジタルインフラのドローン航路の構築等にかかる取組を着実に進める
〇登る山（方向性）は共有しつつ、熱量の高い分野からアジャイルかつ柔軟に進める
〇小さく始め、大きく育てる（まずはやって見せて中心の輪を広げつつ大きな取組に）
〇現場主義の徹底による課題の解像度を高めることとアーキテクチャの観点からの抽象化を両輪に
〇民間活力や地域力の最大化と地域のプラットフォーム化

デジタルライフラインの整備や協調領域の構築インフラ
ドローン航路・電波・モビリティハブ等

自然が豊かでWell-Beingに溢れる持続可能な生活Well-Being

安全・安心 自立と繋がり 便利・ワクワク方向性
サービス ●移動販売

〇モビハブ・コミュハブの活用
●共助による交通（NPOタクシーや介護車両等）

●遠隔診療・服薬指導
●コミュニティナース
〇ドローンによる薬剤配送
〇ローリングストック
〇災害時のドローンによる状況把握・物資配送
〇ドローンを活用した河川等インフラ巡視・点検

●移動販売
〇オンラインショッピングの利用拡大
●スマホ等デジタル活用支援
〇モビハブ・コミュハブの活用●：導入済み

もちのき診療所（春野町）
R6.4～：週1回の診察に 静岡新聞2024.01.10



物流 インフラ点検災害対応
・医薬品配送
・物資配送（BtoB・C）

・災害状況把握
・医薬品、物資配送

・平時にドローン航路を構築、利用することで災害時も速やかに対応
・人口減少下において協調領域を構築することで生活サービスを維持
・ドローンやAI等の活用によりインフラ管理を効率化、高度化

・河川の巡視
・河川や橋等の点検
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部会員の取組検討状況

物流 インフラ点検災害対応

×
佐久間：佐久間病院

水窪：千寿会

春野：光久会

二俣：天竜厚生会
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部会員の取組検討状況：航路構築
全域

各地域内の例：春野
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